
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
開館時間／（平日）午前１０時～午後７時  （土・日・祝）午前１０時～午後６時 

休館日／毎月第３火曜日 貸出冊数／一人１０冊（視聴覚資料５点含む） 貸出期間／２週間 

ホームページから 
本の検索・予約が 

できます 

図書館ホームページ 

https://www.tosho.city.fukuyama.hiroshima.jp 

 QRコード 

フックボン 

と き：７月２２日（火）１１：００～１１：３０ 

ところ：東部図書館 ２階 集会室 

出 演：ぷおプオぶんタン 

内 容：ピアノ・サックス・オーボエの演奏 

 

 

と き：７月２６日（土）１４：００～１６：００ 

ところ：東部市民センター ホール  

申 込：７月１日（火）１０：００～ 来館または電話で  

内 容：福山市出身の絵本作家、おおなり修司さん初のおとなむけ講演会です。 

絵本の読み聞かせ、制作秘話、ゲームなど盛りだくさんです。 

共 催：東部地域振興課 

 

おだやか～な絵本ライブ 

福山市東部図書館  〒721-0915 福山市伊勢丘六丁目６番１号  ℡（084）940-2575 

東部図書館 

キャラクター 

２０２５年  ７月号  Ｎo．２２１ 

と き：７月１２日（土） １４：００～１４：４５ 

ところ：東部図書館 ２階 集会室 

内 容：大型絵本『よくばりすぎたねこ』 

    パネルシアター「赤ずきんちゃん」

など 

 

すべて参加無料です 

おおなり修司の  
展示 

２０００年（平成１２年）７月３日に開館した東部図書館は、今年で２５年にな

ります。これからも地域のみなさまに愛される図書館サービスを行ってまいります。 

７月は開館記念月間としてたくさんの行事を行います。どうぞご参加ください。 

と き：７月３１日（木）まで 

ところ：東部図書館 １階 フロア 

内 容：開館当時の写真と話題に 

なった出来事・本を紹介 

 

 

開催中 

みなさまに愛されて 

東部図書館２５年 

講演会 
 

https://www.tosho.city.fukuyama.hiroshima.jp/


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書 名 著 者 出 版 社 請求記号 

スピノザ 加藤 節 筑摩書房 135.2ス 

古代エジプトの謎  ニュートンプレス 242.0コ 

仕事ができる人の言語化見るだけノート  宝島社 336.4シ 

姿勢がよくなるからだの使い方  ナツメ社 498.3シ 

大人も子供も楽しい！工場見学＆社会科見学  コスミック出版 509.2オ 

スノードームの捨てかた くどう れいん 講談社 F クト 

ほんのなまえ かいたひと しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう 

みんなが知りたい！サンゴのすべて  メイツユニバーサルコンテンツ 483 ミ 

うめぼしつくったよ  ひさかたチャイルド 596ウ 

ぼくへのレファレンス 岩崎 まさえ 国土社 913イ 

おれたちゃブルースマン 飯野 和好 絵本館 E イ 

ひげじいさん 長谷川 義史 フレーベル館 Eハ 

と き：７月１１日（金）・１８日（金） 

１１：００～１１：２０ 

ところ：東部図書館 ２階 集会室 

内 容：えほんの読み聞かせ、手あそびなど 

対 象：あかちゃん（０～３才）とその保護者 

と き：７月８日（火） １０：３０～１２：００ 

ところ：東部図書館 ２階 集会室 

読 本：『５０歳からの音読入門』  

斎藤 孝／著 

『ぼくのねこポー』 

岩瀬 成子／作  PHP研究所  【913 イ】 
 

 放課後クラブからの帰り道、しましまもようのねこを

見つけました。近づいても、手をのばしても逃げない

ねこを、家につれてかえります。ポーと呼び、かわい

がりました。はやく名前をおぼえてほしいと思い、何度

も呼びました。 

 次の日、転校生の森くんのねこがいなくなってしまっ

たことを知ります。 

 

『馬鹿化かし』 

藍銅 ツバメ／著  集英社  【F ラン】 
 

 山田朝右衛門は、刀剣のためし斬りを生業にして

います。ある時、顔が馬とも鹿ともつかない奇妙な

顔をした男に刀を振り下ろしました。すると、男は

「また、後ほど」と言って逃げ去ってしまいます。 

 満月の夜、その男は朝右衛門の屋敷に入って来

て、服部半蔵と名乗りました。 

こども 

《こども向け》 

《おとな向け》 


